
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《外部評価・内部評価による教育活動の充実・改善》 《学校運営・教育活動のマネジメント・サイクル》 《教職員の自主的・主体的な取組みによる教育活動の充実・改善 》

学校のパワーアップ

■学校教育目標の設定 

■学校運営方針の設定 

     

■教育課程の編成 

■分掌・学年・教科の目標 

■各委員会の年間指導計画 

■子ども、保護者、地域住民

の意見・ニーズを踏まえた

学校教育目標の設定 

■校務分掌の担当業務の計画 

作成等 

■個人の指導計画の作成 

・学習指導計画 

・学級経営計画等 

■目標の主体的な設定 

■自己申告 

■自己目標に対する校

長・教頭の助言 

・学校教育目標との適合性

・本人の能力開発の支援 

■学校への期待・要望 

■学校全体・集団としての教

育の実践 

■分掌・学年間の連携・協力

■学校内外での教育活動の

公開 

■教育活動情報の発信・提

供 

■学校に対する日々の意見

の聴取 

■日々の学習指導・学級運営

等 

■校務分掌の担当業務の遂行 

・学校全体・集団の教育活動の

実施・参画・連携・協力 

■目標達成に向けての主体

的な取組み 

■日々の授業改善等の取組み 

・授業公開、研究授業 

・授業アンケート等 

・相互研鑚のための研修 

■良好な双方向のコミュ

ニケーションの形成 

■目標達成に向けての校

長・教頭の指導・助言 

■子ども、保護者、地域住民

の意見・評価を踏まえた学

校自らの評価 

■目標の達成状況の総括 

■改善すべき課題の確認 

 

■目標の達成状況の総括 

・学習指導・学級運営等 

■目標の達成状況の総括 

・校務分掌の担当業務 

■他者（子ども、保護者、同

僚等）の意見を踏まえた自

己評価 

■教育活動の充実・改善、

意欲や資質の向上につ

ながる校長・教頭の評価

 

■学校教育計画の達成状況

の診断（学校教育自己診断） 

■学校運営方針や教育活動

への助言 （学校協議会） 

資料 1 

■次年度指導計画への反映

（充実・改善に向けての検討）

・学習指導・学級運営等 

■次年度の校務分掌業務への

反映（充実・改善に向けての検討）

■目標達成をバネに新たな

目標へのチャレンジ 

■課題解決に向けての取組

み 

■研修ニーズの自覚と自己

啓発 

■次年度の教育目標の設

定への反映 

・学校運営方針検討に向

けて教職員から意見を

聴取 

■OJT 等の研修の実施 

■総括の報告による課題の

共通認識 

■課題解決方法や指導体制

の検討 

■次年度の教育目標への反

映 

■子ども、保護者、地域住

民へ評価結果の報告 

■評価・ニーズを踏まえた

教育活動の改善方策の検

討、今後のビジョンの提

示 

■保護者、地域との連携 

■アカウンタビリティ 

■学校への信頼 

学校教育活動の充実・向上    学校組織の活性化   教職員の意識改革   個々の教育活動の充実・向上  意欲・資質能力の向上

《学 校 全 体 ・ 集 団》 《校長・教頭》 《個 々 の 教 職 員》 《保護者・地域等》 

Plan
(計 画) 

Action
(調整行動) 

■学校を取り巻く状況 
■アセスメントとして

の学校教育自己診断 

Check
(評 価) 

Do
(実 施) 

学校活性化ストラテジー・イメージ図 －学校運営・教育活動のマネジメント・サイクルの活性化－ 

－ 27･28 － 
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資料２

主体的な 

目標の設定 

- Plan - 

①学校教育目標等の策定と提示 
 
■校長  ・教職員の目標設定につながる学校づくりのビジョン

や教育目標等の提示 

目標達成に向

けての取組み 

- Do - 

教育活動の充実

・改善 

資質能力の向上

のための評価 

- Check - 

②組織目標に適合した主体的な目標設定 
 
■教 員 ・学校教育目標や校務分掌等の集団の目標、自らの役

割を踏まえ、活動目標を主体的に設定 

④目標の自己申告と面談 
 
■教 員 ・設定した目標を自己申告し、校長

と面談 
 
■校長等 ・学校の組織目標と適合性、本人の

能力の伸長を考慮し、助言・決定
 
※ ・必要となる支援や活動の把握の機会、進

捗状況確認のための面談の機会 

目標の設定方法 
 
・教職員の職務領域の区分ごとに、校種や学校、個人の状況に応じて設定 

・組織目標を踏まえ、重要度・優先度の高い目標を設定 

・学校や個人の状況に応じて、目標を適宜追加 

 

③目標の設定内容 
 
① 学校教育目標等 ③ 目標のねらい  ⑤ 実施計画（方法･スケジュール） 

② 目標間の優先順位 ④ 具体的な到達目標 ⑥ 必要な支援 

①組織目標に適合した主体的な目標設定 
 
■教 員 ・子ども・保護者、同僚等からの意見を聞き、自己点

検を行ないながら、目標達成に向けた取組み 

②進捗状況の把握と目標達成への支援 
 
■校長等 ・中間面談のほか、適宜活動状況の把握、面談の機会

を持ち、必要に応じて指導助言・支援 

     ・目標達成に必要な研修等の支援 

③状況の変化による目標の変更 
 
■校長等 ・環境や条件が変動した場合の支援と目標変更 

①他者の意見を踏まえた自己評価 
 
■教 員 ・子ども・保護者、同僚等からの

意見を踏まえ、目標達成につい

て自己評価 

 

 ③評価方法・内容 
 
■目標達成度による業績と、職務で発揮された能力の評価 
 
■子ども・保護者や同僚教員等の意見などの意見を参考にした多面的な評価

＜業績の評価＞ 
 
■目標ごとに達成度を確認し、目標間の優先順位を

考慮しながら、業績として評価 
 
■極めて挑戦的な目標の一段階高い評価と極めて

容易に達成できる目標の一段階低い評価 
 
■今後の改善のため、府民の信頼に応えていくため

に、結果を明確に把握する観点から、結果に即し

て評価 
 
■目標設定外の業務についても、著しい成果｢Ｓ｣

や、極めて低い「Ｄ」場合の場合は評価対象 

＜能力の評価＞ 
 
■目標設定業務か否かを問わず、職務遂行のプロセ

スで、効果的・具体的に現われた能力（態度・行

動・特性等）を絶対評価 
 
■目標設定時の職務区分に準じ、各領域に求められ

る態度・行動を、自己啓発に繋がるよう、着眼点

の例として示した上で評価 
 
■服務規律・モラルに反する態度・行動に対しては、

府民の信頼確保や教職員の連携協力、組織の活性

化の観点から、的確に把握し、評価 

＜総合評価＞ 
 
■業績評価と能力評価を踏ま

え、総合評価 
 
■多面的な意見を踏まえた評

価とするため、参考とした

意見等を記載 
 
■育成の観点から、今後の育

成方針や、育成のための具

体的内容を記載 

 

一層の向上・ 

改善へ向けて 

- Action - 

①評価結果を踏まえた改善と次期目標の設定 
 
■校長等 ・評価結果を伝えるための開示面談 

 ・目標達成の場合には、新たなチャレンジを促し、 

 ・未達成の場合でも率直に評価等を伝えた上で、取組み姿勢を評価する 

 ・未達成の原因や今後の課題、解決方法について話し合い、新たな目標設定に向け支援 

学校活性化のための 評価・育成システムの基本的な枠組み ～ 教員の例 ～ 

②目標達成度の自己申告と確認面談 
 
■教 員 ・目標達成度についての自己申告 
 
■校長等 ・今後の意欲的な取組みに留意し

ながら達成度の確認 

 
 
■｢Ａ｣｢Ｂ｣｢Ｃ｣に、将来の学校教育や学校運営を担う人材の育成や、適格性

に欠ける教職員への対処の観点から、著しく高い業績・能力の｢Ｓ｣と著し

く低い｢Ｄ｣を加えた５段階の絶対評価 
 



学 校 教 職 員 の 役 割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

子

ど

も

・

保

護

者

・

地

域

等

教

育

委

員

会

教 職 員 の 意 識 改 革     教育活動の充実・向上     資 質 ・ 能 力 の 向 上     組 織 の 活 性 化 

学 校 の パ ワ ー ア ッ プ 

学 校 活 性 化 ス ト ラ テ ジ ー 

学校のビジョン、学校教育目標、学校経営方針等 学校教育自己診断等 
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学校経営 

校    長 

≪学校の経営者（組織・人の管理）≫ 

ビジョン・目標の提示  組織運営・管理  人材の育成・管理

学校運営 

教    頭 

≪仕事の管理者・教職員の支援者（仕事の管理）≫ 

教職員の諸活動の支援  組織運営の調整  人材の育成 

( 事 務 長 

事 務 職 員 
 
（主 幹） 
 
（主 査） 
 
（主 事） 
 

養 護 教 諭 

技 能 員 
 
（校 務 員） 
 
（調 理 員） 
 
（農 芸 員） 
 
（スクールバス運転手） 

教    諭 

寄宿舎指導員 

実 習 助 手 

教育環境・条件の整備 教育活動 学校事務 

学校栄養職員 

≪学校事務の管理者・事務職員の支援者≫ 

学校事務の管理  学校経営への参画  人材の育成 

≪教育活動の実践者≫ 

学習の指導  生徒の指導  校務分掌等 

≪学校の事務の実務者・運営スタッフ≫ 

事務の実務処理  学校運営の参画 ≪教育活動の補助・支援・協力者≫ 

教育環境・条件の整備  教育活動の補助・支援 

■学校教育目標等の提示 

■目標達成に向けての

支援・指導 

■人事評価 

■能力の活用と能力を

高める業務分担 

■教職員の評価に対する意見具申 

■学校運営に対する意見具申 

■校長に対する意見・評価 

■学校運営等に対する意

見・提案 

■教頭に対する意見・評価 

■学校運営等に対す

る意見・提案 

■校長に対する意

見・評価 
■学校教育目標等の提示 

■目標達成に向けての支援・指導 

■人事評価 

■新たな目標設定、能力開発への支援 

■目標達成に向けての支援・指導 

■目標達成の確認 

■新たな目標設定、能力開発への

支援



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
教育の実践者 

役割 

評
価
（
内
容
等
）

進捗状況面談 

(達成支援) 

能力評価 

業績評価 

反映・活用 

 

高 等 学 校 ・ 盲 ･ 聾 ･ 養 護 学 校

教  諭 事務職員 教  頭 校  長

小 学 校 ・ 中 学 校 

教  諭 事務職員 教  頭 校  長事務(部)長 

学校事務の実務者 

運営スタッフ 

仕事の管理者 

教職員の支援者 

学校の経営者 

組織・人の管理者 
教育の実践者 

学校事務の実務者 

運営スタッフ 

学校事務の管理者 

事務職員の支援者 

仕事の管理者 

教職員の支援者 

学校の経営者 

組織・人の管理者 

■学習の指導 
■生徒の指導 
■校務分掌等 

 

■総務 
■財務･管財 
■学務 
■人事･給与 

■教育活動・学校事
務の進行管理 

■組織運営の調整 
■人材育成・服務指導 

■教育活動の展開 
■学校組織の運営 
■人の管理･育成 
■地域連携･渉外 

■学習の指導 
■生徒の指導 
■校務分掌等 

 

■庶務･人事 
■給与 
■授業料徴収 
■予算 ■管財 等

■学校経営への参画 
■学校事務の管理 
■事務職員の育成･
服務指導 

■教育活動の進行管理 
■組織運営の調整 
■人材育成・服務指導 

 

■教育活動の展開 
■学校組織の運営 
■人の管理･育成 
■地域連携･渉外 

教 頭（意見具申） 

校 長（評 価） 

教頭（意見具申） 事務長（一次評価）達成度面談① 

教育目標等に即した主体的な目標設定・自己申告 

面談者 

目
標
に
よ
る
管
理

目標区分 

目標設定 

校 長（ ＋ 教 頭） 校 長 教 委 校 長（＋教頭） 校 長（＋事務長） 校 長（＋教頭） 校 長 教 委 

教育目標等に即した主体的な目標設定・自己申告 

校 長（ ＋ 教 頭） 教 委 校 長 教 委 開示面談 

参考意見 

 
教 頭（校 長） 

 
校 長 教 委 教 頭（校 長） 事務長（校 長） 

 
校 長 教 委 

         ■設定目標の達成度を業績として評価 
         ■外部・他者の意見を踏まえた自己評価・自己申告 

■職務遂行上あらわれた態度・行動 
■業務（目標）区分に即した着眼点の例示 
※目標外業務含む 

 ■職務遂行上あらわれた態度・行動 
 ■管理職として必要な能力 
 ※目標外業務含む 

■職務遂行上あらわれた態度・行動 
■業務（目標）区分に即した着眼点の例示
※目標外業務含む 

子ども・保護者等 

（自己評価） 

教職員 

学校教育自己診断等 

教職員・教頭 

学校教育自己診断等

子ども・保護者等 

（自己評価）

他の教職員等 

（自己評価）

教職員・教頭 

学校教育自己診断等 

教職員・事務長 

学校教育自己診断等

教職員・教頭・事務長

学校教育自己診断等

他の教職員等 

（自己評価） 

             ■教育活動・事務管理等 

             ■能 力 開 発 

             ■処 遇  等 

被評価者の意見の反映 ■学校運営等に対する意見・提案  ■教頭・校長に対する意見 

              ■設定目標の達成度を業績として評価 
              ■外部・他者の意見を踏まえた自己評価・自己申告 

目標数 目標区分ごと ＋ 学校の状況･個人職務内容の状況に応じ設定 目標区分ごと ＋ 学校の状況･個人職務内容の状況に応じ設定 

校 長（評  価） 

学校運営への支援 

校長（評  価） 校 長（評 価） 教 委（評 価） 達成度面談② 

資料４ 

※ 他の校種・職種については、職務に応じて教員・事務職員の例に準じて設定

評価基準 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ の５段階評価 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ の５段階評価 

評
価
（
方
法
等
）

      ■職務遂行上あらわれた態度・行動 
      ■管理職・管理監督者として必要な能力 
      ※目標外業務含む 

校 長（二次評価）

意見具申（一次評価）について： 校 長 ／ 評価・二次評価について： 教 委 評価等に対する意見 

校 長 校 長（ ＋ 教 頭） 

評
価
（
双
方
向
）

■学校運営等に対する意見・提案    ■事務長・教頭・校長に対する意見 
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意見具申について： 校 長 ／ 評価について： 教 委 

                   ■教育活動・事務管理等 

                   ■能 力 開 発 

                   ■処 遇  等 

教 委（評 価） 

学校運営への支援 

校種・職種ごとのシステム比較一覧 



校長・教頭・教員の評価・育成システムの概要 
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資料５-１ 

教       員 

≪学校の経営者（組織・人の管理）≫ 

   ・校長は、校務をつかさどり、所属職員を監督する。 

                      （学校教育法§28③） 

 

 

役割・職務 

 

教       頭 校       長 

≪教員の仕事の管理、支援者≫ 

   ・教頭は、校長を助け、校務を整理し、及び必要に応じ児童の

教育をつかさどる。         （学校教育法§28④） 

   ・教頭は、校長に事故あるときは、その職務を代理し、校長が

欠けたときはその職務を行なう。    （学校教育法§28⑤） 

≪教育の実践者≫ 

   ・教諭は、児童（生徒）の教育をつかさどる。 

                       （学校教育法§28⑥） 

 

≪目標区分≫ 
 
 ■教育活動の展開： ビジョン･学校目標等の策定と実現のた

めの課題・方向の提示 
 
 ■学校組織の運営： 組織・分掌の編成、予算の配分、施設･

設備等の有効活用等条件整備 
 
 ■人の管理・育成： 人事配置（異動）、人材育成、キャリア

形成支援、服務監督、人事評価 
 
 ■地域連携と渉外； 保護者・地域等との連携、外部との渉

外業務 

目標による管理 
≪自己申告と面談≫ 

 

≪目標区分≫ 
 
 ■教育活動の進行管理： 学校教育目標の実現に向けた教員の教

育活動の支援・指導と進行管理 
 
 ■組織運営の調整： 教員や校内組織の活動の円滑化を図り、

校長の組織運営を補佐する。 
 
 ■人材育成・服務指導： 教員への OJT、自己啓発支援、日常的な

服務指導 

≪目標区分≫ 
 
 ■学習の指導： 教科、道徳、総合的な学習の時間、自立活

動等での指導・研究・研修 
 
 ■生徒の指導： 学級活動等特別活動、課外活動等における

生徒の指導（含む進路指導等）・研究・研修 
 
 ■校務分掌等： 学年、分掌、委員会組織の活動 

 

 

≪評価基準≫ 
 
 ■設定目標の達成度を業績として、絶対評価を行なう。 
 ■学校としての教育活動の成果も対象とする。 

評

価

≪評価基準≫ 
 
 ■設定目標の達成度を業績として絶対評価を行なう。 
 ■著しく高い（低い）業績については、評価を行なう。 

≪評価基準≫ 
 
 ■設定目標の達成度を業績として絶対評価行なう。 
 ■著しく高い（低い）業績については、評価を行なう。 

評価の 

目的 

能力評価 

多面評価 

(参考意見) 

評価者 ≪評価者≫ 
 
 ■教育委員会（教育長） 

≪評価者≫ 
 
 ■校長 

≪評価者≫ 
 
 ■校長 

業績評価 

≪評価の目的≫ 
 
 ■中長期的な教育目標と年度計画を明確にした上で、人材の

育成・活用による教育活動・学校運営の成果を適正に評価
することにより、学校教育目標の着実な具現化、府民の信
頼の確保を図る。 

  併せ、校長の経営能力の向上を図る。 

≪評価の目的≫ 
 
 ■校内組織の運営、仕事の進行管理の成果（教員の目標達成）

を適正に評価することにより、校長の経営方針に沿った、
教育活動の展開と教員の資質能力の向上を図る。 

  併せ、教頭の管理職としての資質能力の向上を図る。 

 

≪評価の目的≫ 
 
 ■教員の教育活動を適正に評価することにより、教育活動

の改善や新たな取組みへの意欲を喚起し、教員の自己啓
発を促し、資質能力の向上と教育活動の充実、組織の活
性化を図る。 

≪評価基準≫ 
 
 ■設定目標の達成プロセス（取組み姿勢や経営能力）を中心に、

面談を通して評価する。 
 
 ■評価区分は、目標設定区分ではなく、校長として必要な能力

とする。 
 
   ・課題設定・解決能力  ・リーダーシップ 
   ・組織運営能力     ・危機管理能力 
   ・教員の指導育成    ・全校的視点・府民の視点 

≪評価基準≫ 
 
 ■目標設定以外の業務も含め、職務遂行上、具体的にあらわれ

た態度・行動を絶対評価する。 
 
 ■評価区分は、将来の校長育成の観点から、目標設定の区分で

はなく、管理職として必要な能力とする。 
 
   ・課題の把握と解決方策の提示 
   ・校務の調整、組織運営 
   ・教員の指導育成 

≪評価基準≫ 
 
 ■目標設定以外の業務も含め、職務遂行上、具体的にあらわれ

た態度・行動を絶対評価する。 
 
 ■目標設定領域の職務区分に準じ、各領域に求められる態度・

行動を、自己啓発に繋がるよう、着眼点として予め示した上
で評価を行なう。 

 
 

≪参考意見≫        ≪学校運営等に対する評価≫ 
 
 ■教頭           ■学校教育自己診断等 
 ■教員等 

≪参考意見≫        ≪学校運営等に対する評価≫ 
 
 ■教員等          ■学校教育自己診断等 
 

≪意見具申≫        ≪参考意見≫ 
 
 ■教頭           ■子ども、保護者等（自己評価）
                 

反映・活用 

 

≪反映・活用≫ 
 
 ■教育活動（教育目標、経営方針等の策定・改訂） 
 ■能力開発（自己啓発・研修） 
 ■処 遇 等 

≪反映・活用≫ 
 
 ■教育活動（教育目標等の策定、職場環境の整備への参考） 
 ■能力開発（自己啓発・研修・研究支援、キャリア形成支援）
■処 遇 等

≪反映・活用≫ 
 
 ■教育活動（教育目標等の策定、職場環境の整備への参考） 
 ■能力開発（自己啓発・研修・研究支援、キャリア形成支援）
 ■処 遇 等 



「教員」の 評価・育成システム・フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次年度目標設定への指導・助言

意見調整 

 

他者(子ども･主任等)意見の把握 

 

 

 

 

 

 

≪ 校 長 ≫≪ 教  員 ≫ 

■個人目標の設定 

 

 
 
 

 

 

（４月～５月） 

≪システムの流れ≫ ≪ 教 頭 ≫

資料５-２ 

人 材 シ ス テ ム の 概 要 

仕 事 （目標による管理システム） 人 （評価システム） 

目標設定票 

 

個人目標の受領 

指導・助言、決定への参画 

個人目標の設定/自己申告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども 

 

 

 

保護者 

 

 

 

地 域 

 

 

 

同僚等 

 

 

個人目標の受領 

 

 

個人目標についての指導・助言

個人目標の決定 
 

 

目標設定票 

 

教育活動の実践 

 

 

 

 

 

教育活動の実践 

目標達成に向けた 

日々の指導・助言・支援 

 

 

 

目標達成に向けた 

日々の指導・助言・支援 

状況把握/指導・助言・支援

（必要に応じて目標変更） 

■教育活動の実践 

 

■進捗状況の確認 

 

 

 

 

 

（４月～１月） 

教員の活動状況の把握 

 

・日常的な観察 

・授業観察（定期・随時） 

・面談 

・外部・他者意見等の把握 

 

■目標達成状況の 

総括 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

（１月～３月） 

 

 

 

人事評価を踏まえた課題整理 

次年度目標への反映 

他者(子ども･主任等)意見の把握

 

 

 

 

目標達成状況の総括 

目標達成状況の確認 

指導・助言 

進捗状況の確認 

自主的な改善 

目標達成状況の総括 

目標達成状況の把握 

 

 

 

 

 

 

 

情報交換 

 

目標達成度の確認 

本人意見の把握 

目標達成度の自己評価の説明 

学校運営等に対する意見 

教頭の面談内容等への意見 

■次年度目標への 

反映 

 

 
 
 

 

（３月～４月） 

人事評価の開示 

次年度目標への指導・助言 

人事評価についての 

意見具申 

人事評価（業績・能力） 

目標達成度の自己評価の説明 

次年度目標設定への指導・助言

 

情報交換 

 

個人目標の説明 
目 標 設 定 面 談 

達 成 度 面 談 

開 示 面 談 

面 

談 

面 

談 
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≪学校事務の実務者・運営スタッフ≫ 

   ・事務職員は、事務に従事する。（学校教育法§28⑧） 
役割・職務 

 

≪目標区分≫ 
 
 ■総 務   ■財務・管財  ■学 務   ■人事・給与 
 
 ※ 学校の経営スタッフとしてのキャリア形成につながる、個々の事務職員

に応じた目標設定の指導・助言 
 
 ※ 学校の規模や、事務執行体制の実情に応じて、市町村教育委員会で設定

目標による管理 
≪自己申告と面談≫ 

 

≪評価基準≫ 
 
 ■設定目標の達成度を業績として絶対評価行なう。 

 ■設定目標以外でも著しく高い（低い）業績については、評価を行なう。 

評

価

評価の 

目的 

能力評価 

多面評価 

( 参考意見

評価者 ≪評価者≫ 
 
 ■校長 

業績評価 

≪評価の目的≫ 
 
 ■事務職員の職務遂行状況を適正に評価することにより、的確な業務の執

行を確保するとともに、事務改善等への意欲を喚起する。併せ、事務職
員の資質能力の向上を図る。 

 
 ■学校事務職員としての専門性を生かした学校運営への参画を促し、学校

教育の充実・組織の活性化を図る。 

≪評価基準≫ 
 
 ■目標設定以外の業務も含め、職務遂行上、具体的にあらわれた能力（態

度・行動）を絶対評価する。 
 
 ■目標設定領域の職務区分に準じ、各領域に求められる態度・行動を、自

己啓発に繋がるよう、着眼点として予め示した上で評価を行なう。 
 
 ＜着眼点等の例＞ 
 
  ・各目標設定領域とも共通して、次のような着眼点が考えられる。 
 
    ①適正かつ計画的な事務処理     ③上司・教職員等との連携 
    ②例外的な事案に対する適切な対応  ④改善に向けての取組み 
 
  ・職階に応じて、留意点を設ける。 
    計画性・研究心  指導力・判断力  折衝力・調整力 
    協調性・規律性  積極性・責任感  全校･全市的な視点・革新性

≪意見具申≫           ≪参考意見≫ 
 
 ■教頭              ■他の教職員等（自己評価） 

反映・活用 

 

≪反映・活用≫ 
 
 ■事務管理（事務改善、学校運営の充実） 
 ■能力開発（自己啓発・研修・研究支援、キャリア形成支援） 
 ■処 遇 等 

 
 

 
 

資料６-１ 

≪学校事務の実務者・運営スタッフ≫ 

   ・事務職員は、事務に従事する。 
（学校教育法§28⑧、§51、§76） 

≪目標区分≫  
 
 ■庶務・人事業務 ■授業料徴収業務  ■管財業務 

 ■給与業務    ■予算業務         等 
 
 ※ 本人のキャリア形成につながる、個々の事務職員に応

じた目標設定の指導・助言 

≪評価基準≫ 
 
 ■設定目標の達成度を業績として絶対評価を行なう。 
 ■設定目標以外でも著しく高い（低い）業績については、

評価を行なう。

≪評価者≫ 
 
 ■事務長（一次評価）  ■校長（二次評価） 

≪評価の目的≫ 
 
 ■事務職員の職務遂行状況を適正に評価することにより、

的確な業務の執行を確保するとともに、事務改善等への
意欲を喚起する。併せ、資質能力の向上を図る。 

 
 ■学校事務職員としての専門性を生かした学校運営への

参画を促し、学校教育の充実・組織の活性化を図る。 

≪評価基準≫ 
 
 ■目標設定以外の業務も含め、職務遂行上、具体的にあら

われた能力（態度・行動）を絶対評価する。 
 
 ■目標設定領域の職務区分に準じ、各領域に求められる態

度・行動を、自己啓発に繋がるよう、着眼点として予め
示した上で評価を行なう。 

 
 ※着眼点・留意点の扱いは小・中学校の事務職員に準じる。 

≪参考意見≫ 
 
 ■他の教職員等（自己評価） 

≪反映・活用≫ 
 
 ■事務管理（事務改善、学校運営の充実） 
 ■能力開発（自己啓発・研修・研究支援、キャリア形成支援） 
■処 遇 等

≪学校事務の管理者・支援者≫ 

   ・高等学校には事務長を置くものとする。 
   ・事務長は、校長の監督を受け、事務をつかさどる。 

（学校教育法施行規則§56 の三、§73 の十六①）

≪目標区分≫ 
 
 ■学校経営への参画： 学校教育目標の実現に向けた教育活動

の支援 
 ■学校事務の管理： 学校事務の適正･効率的な執行の管理 
 
 ■人材育成・服務指導： 事務職員への OJT、自己啓発支援、日

常的な服務指導 

≪評価基準≫ 
 
 ■設定目標の達成度を業績として絶対評価を行なう。 
 ■設定目標以外でも著しく高い（低い）業績については、評

価を行なう。 

≪評価者≫ 
 
 ■校長 

≪評価の目的≫ 
 ■学校事務の職務遂行状況を適正に評価することにより、的

確な業務の執行を確保するとともに、事務室運営の改善等
への意欲を喚起する。併せ、資質能力の向上を図る。 

 
 ■事務長としての専門性を生かした学校経営への参画を促

し、学校教育の充実・組織の活性化を図る。 

≪評価基準≫ 
 
 ■目標設定以外の業務も含め、職務遂行上、具体的にあらわ

れた能力（態度・行動）を絶対評価する。 
 
 ■評価区分は、学校事務の責任者の観点から、目標設定の区

分ではなく、管理・監督者として必要な能力とする。 
 
   ・課題の把握と解決方策の提示 
   ・教育活動等との調整、組織運営 
   ・事務職員の指導育成 

≪参考意見≫         
 
 ■事務職員（主事･主査）   ■他の教職員等（自己評価）

≪反映・活用≫   
 
 ■事務管理（事務改善、事務職員の育成、学校運営の充実）
 ■能力開発（自己啓発・研修・研究支援、キャリア形成支援）
 ■処 遇 等 

事 務 (部 ) 長 事 務 職 員（主事・主査） 事 務 職 員（主事・主査・主幹） 

事務職員の評価・育成システムの概要 

≪ 小 学 校 ・ 中 学 校 ≫ ≪高等学校（全日制）・盲 ･聾 ･養護学校≫ 



「事務職員」の 評価・育成システム・フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次年度目標設定への指導・助言

他者(他の教職員等)意見の把握 

 

 

 

 

 

 

≪ 校 長 ≫≪ 事 務 職 員 ≫ 

■個人目標の設定 

 

 

 
 
 

 

（４月～５月） 

≪システムの流れ≫ ≪ 事 務 長 ≫

人 材 シ ス テ ム の 概 要 

仕 事 （目標による管理システム） 人 （評価システム） 

目標設定票 

 

個人目標の受領 

指導・助言、決定への参画 

個人目標の設定/自己申告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 員 

 

 

 

子ども 

 

 

 

保護者 

 

 

 

地 域 

 

 

 

同僚等 

 

 

個人目標の受領 

 

 

個人目標についての指導・助言

個人目標の決定 
 

 

目標設定票 

 

学校事務の実務 

 

 

 

 

 

学校事務の実務 

目標達成に向けた 

日々の指導・助言・支援 

 

 

 

目標達成に向けた 

日々の指導・助言・支援 

状況･意向の把握/指導･助言･支援

（必要に応じて目標変更） 

■学校事務の実務 

 

■進捗状況の確認 

 

 

 

 

 

（４月～１月） 

事務職員の活動状況の把握 

 

・日常的な観察 

・面談 

・外部・他者意見等の把握 

 

■目標達成状況の 

総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

（１月～３月） 

 

 

 

人事評価を踏まえた課題整理 

次年度目標への反映 

他者(他の教職員等)意見の把握 

 

 

 

 

 

 

目標達成状況の確認 

指導・助言 

進捗状況の確認 

自主的な改善 

目標達成度の自己評価の説明 

学校運営等に対する意見 

目標達成状況の把握 

 

 

 

 

 

 

 

一次評価 

 

目標達成度の確認 

本人意見の把握 

目標達成度の自己評価の説明 

学校運営等に対する意見 

事務長の評価等への意見 

■次年度目標への 

反映 

 

 
 
 

 

（３月～４月） 

人事評価の開示 

次年度目標への指導・助言 

人事評価（二次評価） 

目標達成度の自己評価の説明 

次年度目標設定への指導・助言

 

情報交換 

 

個人目標の説明 
目 標 設 定 面 談 

開 示 面 談 

達 

成 

度 

面 

談 

面 

談 

-  41・42 - 

達 成 度 面 談 

人事評価（一次評価） 

資料６-２ 

※ 小・中学校の事務職員については、教員の例に準じる。



設定目標・能力評価の着眼点等の例 
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■能力評価の着眼点等の例 

 

※ 能力の判断基準のイメージ 

区

分
着眼点 着眼点の例 評価 評定 

 

 

学

授業の研究

 

 

 授業実践での自らの課題や授業の特徴を把握し、研究テーマを設定して

いる。校内外の研修機会を活用し、習得した専門知識や指導技術を、研究

授業や、授業の実践に結び付けている。 

□満たしている 

□満たしていない

（評定）Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

 

（理由） 

 

 

習

授業の準備

 

 

 前回の学習内容や児童生徒の状況を踏まえて、明確な目標を定め、指導

項目、学習活動を、段階（導入、展開、まとめ）を追って設定している。

授業内容の関連情報を収集し、各段階の学習活動に応じた学習形態、指導

方法、教材教具を選択している。 

□満たしている 

□満たしていない

 

 

 

指

計画的・ 

効果的な

授業展開

 個々の児童生徒の学習態度や応答に留意しながら、計画的に授業を進め

ている。指導に際しては、教材教具の特性をよく理解し、有効に活用し、

発問やヒントで変化をつけ、分かりやすい表現で学習内容を教えている。 

□満たしている 

□満たしていない

 

 

 

導

臨機応変な

授業展開

 

 計画どおり授業が進まない状況においても、児童生徒が混乱しないよ

う、指導項目や学習活動等を適宜変更し、対処している。また、その原因

を見つけだし、中・長期的な視点での対応策を講じている。 

□満たしている 

□満たしていない

 

 

授業の改善

 

 

日々の授業を振返り、同僚教員や管理職との情報交換を密にし、自らの

授業の課題を把握している。個人で対処すべき課題は、自己啓発に努め、

同僚教員や管理職とともに対処すべき課題は、相互協力している。 

□満たしている 

□満たしていない

 

 

 

学

生徒理解と

課題の把握

 

 学校全体、学級全体の課題を理解し、かつ、個々の児童生徒の状況を把

握している。「学級経営」「生徒指導」「進路指導」など教育活動ごとの中・

長期的な目標を理解した上で、課題を把握し、指導にあたっている。 

□満たしている 

□満たしていない

（評定）Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

 

（理由） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（評   定） Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

（評定の理由） 

 

 

 

 

※ 評価規準 

               「Ｓ」   極めて優れている 

               「Ａ」   十分な職務遂行能力を有している 

               「Ｂ」   基本的な職務遂行能力を有している 

               「Ｃ」   基本的な職務遂行能力を満たしていないところがある 

            「Ｄ」   極めて不十分である 

 
≪高校２年・英語担当教諭（学習の指導）の例≫ 

 

①学校教育目標 ・自ら学び、考え、行動する『生きる力』をはぐくむ教育の展開 
 
 年度重点目標  ・学習活動で得たものにより、自分の可能性が広がることを、 

 教科の目標   参加･体験型の授業の中で気づかせ、積極的な学習態度を培う。 

 

②領域・優先順位 ・領域 学習の指導   ・優先順位 １ 

 

③ね ら い ・（英語が使えるようになることの関心は高いが、授業での英語

に難しさを感じている生徒たちに）コミュニケーションを重視し

た他校との英文手紙等の交換活動を通して、英語学習への関心を

高める。 
 
       ・多少のミスがあっても、全体として考えていることが伝わること

を重点に指導し、知っている語彙や表現を増やすことにより、自

分の考えが伝えられること、そのことが相手の反応を引き出すこ

とを体験させ、英語学習への意欲を高めるとともに、まとまった

量の英作文が書ける力をつける。 

 

④到 達 目 標 ・交換活動の最終月には、ほぼ全員が、最低７０語程度の英作文

を書くことができる。 
 
       ・最後にグループで英字新聞を作成し、ほぼ全員が、紙面構成に

応じた内容の英文を書くことができる。 

 

⑤実 施 計 画 ・４月中に、交換活動を行う学校を決定し、提携を結ぶ。 
 
       ・５月中旬までに、提携校と具体的な内容･方法を決める。 

 
       ・５月中に、交換テーマを生徒たちに決めさせる。その際、授業に

関する問いも含めた生徒アンケートを実施する。 
 
       ・６月～１月の間に月一度の割合で英文手紙等の交換を行う。 

 
       ・11 月に、交換活動の成果として作成する両校共同作品の英字新

聞のテーマを生徒に決めさせる。その際、交換活動と授業に関す

る質問も含めた生徒アンケートを実施する。 
 
       ・１～２月に、グループごとに、記事の交換をし、英字新聞を作成、

校内に展示する。（場合により作品コンテスト） 
 
       ・２月末に、当初からの作文をもとに振り返りを行い、生徒に達成

感をもたせ、学習意欲を高める。 

 

⑥必要な支援 ・ネイティブの豊かな表現を使ってみたいという、生徒の気持ちに

応えるため、期間中月に一度の英語指導助手よる指導 
 
       ・作成した英字新聞の展示場所の確保と他学年を担当する英語教員

による授業等での活用 

■設定目標の例 


